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ローチを追加することになる（Fourcade-Gourinchas 2005; Fourcade 2007; Steiner 2007; Fligstein et 
――――――――――――――――――
 1 ）「サイエンス・スタディーズ」の分野への入門については、Pestre （2006）およびVinck （2007）を参照
せよ。遂行性のプログラムの実施において重要な役割を演じた翻訳の社会学（ないしアクター・ネッ
トワーク理論）の説明については、Callon （1986）、Latour （1995）、 Akrich, Callon, Latour （2006）、
Muniesa et Linhardt （2006）を参照せよ。
 2 ）これらの研究の概要については、本書所収のO. ゴドショの章を参照せよ。
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開いた（Steiner 1998; Bidet et al. 2003）。
　M. フーコーは「統治性」の概念によって、またとりわけ新自由主義の事例へのその適用によっ
て（Foucault 2004）、経済学的、会計学的、経営的知識の規律訓練的役割に関心を向けた研究
の伝統を促進した（Burchell, Gordon et Miller 1991; Miller et Rose 1990, 2008）。一般的に知識社
会学、特殊には科学的知識の社会学は、R. K. マートン（Merton 1949）にとりわけ由来する「自

























































































































Millo et Muniesa 2007）、もしくはより広範に行為における事物の役割に関する研究（Akrich 
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 5 ）本書所収のA. オルレアンとF. エイマール＝デュヴルネの章を参照せよ。
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の明示的議論により社会学的観点からかなり研究されている（Helgason et Palsson 1997, 1998; 



























































心を持った研究者により明示的に動員された（Froud, Johal, Leaver et Williams 2006）。コーポレー
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スのエネルギー戦略の展開において先駆けとなった（Picard, Beltran et Bungener 1985; Hecht 



























































された（Binmore et Klemperer 2002; Milgrom 2004; Kemperer 2004）。全く異なった領域において、
それは経済学の行為遂行性についての研究にとって「学びの好機」をなしていた（Guala 2001; 






























































































































かにしているのである（Mitchell 1998, 2005; Elyachar 2005; Bockman et Eyal 2002; Valdes 1995; 












Instituto Lebertad y Democracia（「自由民主研究所」。ペルーに拠点を置く強力なシンクタンク）
により発展された貧困に対する闘争のプログラムについて検討している（Mitchell 2005, 2007）。
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